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2.3. 相対湿度 
旭川市、札幌市（ともに I地区）、弘前市（II地区）、仙
台市、長野市（III地区）、新潟市（IV地区）の解析 3年
目の相対湿度変化を図- 4から図- 10に示す。盛岡市は弘
前市と、金沢市は新潟市と同様の傾向を示した。図に示
す都市においてグラスウール充填断熱（I 地区は XPS 付
加断熱）でシートなしの場合、冬季に 80%RH以上の高湿
度を示した。防湿シートを設置するとどちらの断熱材で
も冬季の高湿度が改善され、シートの防湿効果が認めら
れた。また、シートなしで断熱材を木質繊維系に変える
と、冬季の湿度が低くなった。中でも札幌市、仙台市、
新潟市、金沢市では 80%RH以下に維持された。この理由
は、木質系断熱材がグラスウールに比較して湿気を通し
にくいため、室内から壁に入った湿気のうち湿気のたま
りやすい断熱材と合板の境界に達する湿気が少なくなる
ためであると考えられる。しかし改善が認められるとは
いえ、80%RHに近い高い湿度を示しているため、室内条
件等によっては 80%RH を超える可能性があることを考
慮しなければならない。 
一方、蒸暑地那覇市、宮崎市における相対湿度変化を
図- 11、図- 12に示す。那覇市ではどちらの断熱材でも、
シート屋外側で夏季に 80%RH以上の高湿度であったが、
東京都ではどちらの断熱材も 80%RH以下であった。 
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図- 4 断熱材屋外側の相対湿度変化（旭川：I地区） 
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図- 5 断熱材屋外側の相対湿度変化（札幌：I地区） 
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図- 6 断熱材屋外側の相対湿度変化（II地区：弘前） 
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図- 7 断熱材屋外側の相対湿度変化（仙台：III地区） 
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図- 8 断熱材屋外側の相対湿度変化（長野：III地区） 
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図- 9 断熱材屋外側の相対湿度変化（長野：III地区） 
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一方、宮崎市では、グラスウールの場合には夏季に
80%RH付近に達していたシート屋外側の相対湿度が、木
質系断熱材の場合は 80%RH以下に維持された。那覇市、
東京都においても木質系断熱材の方が低い湿度であった。
これは冬季結露の場合と逆に、壁内に入ってくる夏の湿
った外気が木質系断熱材で吸湿されるため、シートに達
する湿気の量が少なくなると考えられる。実際のところ
那覇市、宮崎市のようなV地区、VI地区で寒冷地仕様の
建物を建てることはほとんどないと考えられる。しかし、
今回解析対象とした新潟市、金沢市、東京都では同じ IV
地区でありながら異なる壁内湿気分布となるような場合
がある。したがって、気象条件に工法がふさわしいかど
うかをシミュレーションすることが重要である。また、
様々な断熱材により、同じ断熱性能でも湿気に関する物
性値により、湿気性状が異なるため事前に解析すること
で湿気の害を回避し、工法の選択肢を増やすことが可能
となるであろう。 

 

3. 結論 
本研究では木造建物における断熱材の種類及び防湿シ
ートの有無が、壁体内部湿気性状に与える影響を明らか
にすることを目的とし、非定常熱湿気同時移動解析を実
施し、以下の結論を得た。 

1)  I、II、III 地区及び、IV 地区のうち新潟市、金沢
市の寒冷地ではシートを設置することにより、断
熱材屋外側が冬季に高湿度になるのを防ぎ、断熱
材を住宅用グラスウールから木質繊維系に変え
ると冬季の湿度がひくくなる傾向が認められた。 

2)  那覇市、宮崎市では、防湿シートを設置するとそ
の屋外側で夏季に高湿度となるが、木質系にする
と少し湿度が低くなった。 
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図- 10 断熱材屋外側の相対湿度変化（新潟：IV地区） 
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図- 11 防湿シート屋外側の相対湿度変化（那覇：VI地区） 
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図- 12 防湿シート屋外側の相対湿度変化（宮崎：V地区） 
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